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免責事項
本免責事項の適用上、次のとおり定義します。

- 会社  (本免責事項では「当社」と表記します)  とは、Vitextra SIA (Matīsa iela 61-25, Rīga, LV-1009, Latvia) を指しま
す。

- 本ドキュメントとは、ナレッジベースの記事を指します。
- お客様とは、本ドキュメントにアクセスする個人、または該当する場合は、その個人が本ドキュメントにアクセ

スまたは使用する際に代理となっている会社その他の法人を指します。
- 本 Web サイトとは、https://vitextra.com からアクセスできる Vitextra を指します。

免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、一般的な情報提供のみを目的としています。

当社は、本ドキュメントの内容における誤りや脱漏について、一切責任を負いません。

いかなる場合も、契約上の訴訟、過失、その他の不法行為上の訴訟であるかを問わず、本ドキュメントの内容の使

用に起因または関連して生じる、特別損害、直接損害、間接損害、結果的損害、付随的損害、またはその他一切の

損害について、当社は責任を負いません。当社は、事前の通知なく、いつでも本ドキュメントの内容に追加、削

除、または変更を行う権利を留保します。

誤りおよび脱漏に関する免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、関心のある事項に関する一般的な指針を示すことのみを目的としていま

す。そのため、本ドキュメントの内容を最新かつ正確に保つために当社があらゆる予防措置を講じている場合で

も、誤りが生じる可能性があります。また、法律、規則、規制は変化するため、本ドキュメントに記載されている

情報に遅れ、脱漏、または不正確な点が含まれる場合があります。

当社は、誤りや脱漏、またはこの情報の使用によって得られた結果について、責任を負いません。

フェアユースに関する免責事項

当社は、著作権者から明示的な許可を得ていない著作物を使用する場合があります。当社は、批評、論評、ニュー

ス報道、教育、学術研究、または調査の目的で、そのような資料を提供しています。

当社は、これが、米国著作権法第  107  条に規定されている、当該著作物の「フェアユース」にあたると考えていま
す。

お客様が、フェアユースの範囲を超えて、ご自身の目的で本ドキュメントの著作物を使用することを希望される場

合は、著作権者から許可を得る必要があります。

「自己責任での使用」に関する免責事項

本ドキュメントのすべての情報は、完全性、正確性、適時性、またはこの情報の使用によって得られる結果につい

て何ら保証することなく、また、性能、商品性、特定目的への適合性に関する保証を含むがこれらに限定されな

い、明示または黙示を問わずいかなる種類の保証もなく、「現状のまま」提供されます。

当社は、本ドキュメントに記載されている情報に依拠して行われた判断や措置、または結果的損害、特別損害、も

しくはこれらに類する損害について、たとえそのような損害の可能性について知らされていた場合でも、お客様ま

たはその他の者に対して責任を負いません。

お問い合わせ

本免責事項についてご不明な点がある場合は、メール (support@vitextra.com) でお問い合わせください。
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ポリシーカテゴリと確認文を設定する方法

カテゴリはポリシーカードを整理し、共通の確認文を提供できます。複数のポリ

シーに同じ文言が必要な場合、各カードに同じ文章を繰り返さずに済みます。

Policy  Adminには、全体の代替となる確認文と既定の期限日数も保存されます。こ
れらの値を変更しても、キャンペーンの作成や記録済み受領書の書き換えは行わ

れません。

始める前に

対象のハブで製品管理者としてPolicy  Adminを開きます。カテゴリ名を決め、従業
員が確認する文面を合意してください。サンプルのポリシーに独自の文面がある

か確認します。その文面はカテゴリや全体の変更より優先されます。

カテゴリの表記を統一してください。ポリシーカードはカテゴリのテキストを保

存し、照合もカテゴリIDの関連付けではなく、そのテキストを使います。そのた
め、名称変更は既存のポリシーカードやページのカテゴリフィルターと調整する

必要があります。

カテゴリを作成して管理する

1 カテゴリとテキストを開きます。
2 カテゴリを追加するを選択し、カテゴリ名を入力します。
3 独自の文面が必要ならカテゴリの閲覧確認文を入力します。全体の文面を使う
場合は空欄にします。

4 必要なカテゴリで繰り返し、保存を選択します。名前が空のカテゴリは保存時
にスキップされます。

5 製品の翻訳済み例から始めるにはデフォルトのカテゴリーを追加するを使い、
保存前に結果を確認します。これは不足する名前を追加する操作で、既存カテゴ

リをすべて置き換えるものではありません。

カテゴリ行を削除するには、その削除操作を使って保存します。カテゴリを削除

または改名しても、その名前を使っていたポリシーが自動的に再分類されるわけ

ではありません。それらのカードとカテゴリフィルター設定を別途更新し、ライ

ブラリとレポートを確認してください。
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ポリシーカテゴリと確認文を設定する方法

カテゴリ別の確認文と全体の既定値

どの確認文が表示されるかを理解する

優先順位 Policy Readerが使う文面

最初 ポリシーカードの空でない確認文。

次
名前がポリシーカテゴリと一致するカ

テゴリの文面。

次 空でない全体の既定確認文。

最後 製品に組み込まれた翻訳済みの文面。

プレースホルダー{Policy}と{Version}は、ポリシータイトルと割り当てられ

たバージョンを挿入します。たとえば、それらの値を固定で入力せずに、対象の

ポリシーとバージョンに言及できます。プレースホルダーの綴りと波括弧は変更

しないでください。カテゴリ名と管理者が入力した文面はコンテンツであり、製

品が各閲覧者の言語に自動翻訳するものではありません。

全体の既定値を設定する

既定の閲覧確認文を編集して保存します。このページには、1から365日までの**新
たに対象となった従業員の閲覧確認期限（既定の日数）**もあります。この既定値
は新しいキャンペーンの初期設定に使われます。既存の割り当ての期限をさかの
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ポリシーカテゴリと確認文を設定する方法

ぼって変更したり、自動割り当て処理を開始したりしません。

警告

Policy  Readerは読み込み時に、現在のポリシー、カテゴリ、設定から文面を決定
します。未完了の割り当ての文言は、それらの設定を固定したコピーではあり

ません。確認イベントには実際に送信した文面が記録されます。文言の変更を

慎重に確認し、従業員に確認を依頼する前に試験用の閲覧ページを再読み込み

してください。

確認文の優先順位の例を確認する

全体の文言が一般的な閲覧確認で、情報セキュリティカテゴリがより具体的な確

認文を使うとします。このカテゴリでポリシー固有文言がないポリシーには、カ

テゴリの確認文が適用されます。同じカテゴリでも、独自の空でない文言を持つ

別のポリシーには、その独自文言が適用されます。

全体の確認文を変更しても最初のポリシーが変わらない場合、保存失敗と考える

前に優先度の高い値を調べます。カテゴリが引き続き全体の文言を上書きしてい

る場合があります。カテゴリ文言も空にすると全体値が使われ、設定された確認

文がすべてなくなれば、組み込みのローカライズ済み文言が最後の代替になりま

す。

リリースを識別する必要がある文言には{Policy}と{Version}を使います。実

際の試験用割り当てで表示結果をテストします。バージョンは割り当ての文脈か

ら取得され、汎用カテゴリ文にリリース番号を手入力するものではありません。

プレースホルダー名自体を翻訳・変更しないでください。

カテゴリ名変更をコンテンツ変更として計画する

カテゴリ名は管理一覧以外にも現れます。ポリシーカードはカテゴリの文字列を

保存し、ページは設定されたカテゴリ名で表示ポリシーを制限できます。そのた

め、カテゴリ行だけを改名すると、カードやページフィルターが旧値を参照した

ままになる場合があります。

改名前に、旧名を使うポリシーと、カテゴリを制限するライブラリ・レポート

ページを特定します。新しいカテゴリ名を保存した後、それぞれの画面でカード
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とフィルターを更新します。その後、カタログの選択と試験用リーダーの確認文

の両方を調べます。これにより、意図したカテゴリ関係が引き続き文言を提供す

ることを検証できます。

カテゴリを削除しても、そのポリシーは再分類されません。別の既存カテゴリに

移すか、意図的により一般的な確認文へフォールバックさせるか決めます。カテ

ゴリ削除をポリシー撤回の方法として扱わないでください。公開とアーカイブは

別のライフサイクル操作です。

文言更新と受領証の修正を区別する

既定値の変更は、その後リーダーを読み込む際の確認文の解決に影響し、受領証

に記録済みの文言を書き換えません。アクティブなキャンペーン中に文言を変える

前に、未完了の割り当てと既存の確認を別々に調べます。両者はプロセスの異な

る時点を表すと考えてください。

意図する表明内容が大きく変わった場合、既定値の変更で新しい確認が集まると

思わず、新たな公開と割り当てが必要か所有者と判断します。バージョンとキャ

ンペーンの判断はKB10514.  ポリシーの新しいバージョンを公開して確認を再度依
頼する方法を参照してください。管理者入力の確認文は対象者の言語で理解でき

るようにします。これらのコンテンツ値はインターフェイス言語に自動的には従

わないためです。

結果を検証する

ポリシー固有の文面がない未完了の試験用割り当てで、カテゴリの文面を確認し

ます。次に、カテゴリ固有の文面がないポリシーで全体の代替文面を確認します。

プレースホルダーが解決され、目的のバージョンが示されることを確認してくだ

さい。既存の受領書は別途確認します。新しい既定値のライブプレビューではな

く、記録済みの文面が引き続き表示されるはずです。ポリシー単位の編集は

KB10501.  Policy  Acknowledgementでポリシーを作成・編集する方法を参照してく
ださい。
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